
コロナウイルス関連 公開情報取りまとめ 

～２０２０年４月２６日（日）１９時現在～ 

在サンパウロ日本国総領事館 

１ サンパウロ州 

４月２３日(木)～２６日(日) 

 ２６日（日）１６時現在，州内の感染者数は前日比７１１人増の２万７１５人で，うちサンパウロ市が１

万３５１３人，オザスコ市が５４１人，グアルーリョス市が４９５人，サン・ベルナルド・ド・カンポ市

が４７５人と続く。死者数は同３３人増の１７００人。感染が確認されたのは州内２８４市，死者は１２

８市，入院感染患者数も約７５００人と拡大傾向が続く。感染患者向けの集中治療室の占有率は５８．

９％，サンパウロ大都市圏内では同７７．３％。なお，２４日(金)，州保健局長はサンパウロ市内ではエ

ミリオ・リバス病院とクリニカス病院の病床占有率が高くなっており各病院で増床を進めていると説明。 

 ２３日(木)～２５日(土)のサンパウロ州内の社会的隔離実施率はそれぞれ４８％，４８％及び５２％。２

４日(金)，サンパウロ州政府は，社会的隔離実施率が５０％以上でないと隔離を緩和すべきではない旨医

療専門家が勧告しているとして，州民に協力を呼び掛け。 

 ２４日(金)，サンパウロ州政府は他国の経験や状況等を参考にしつつ，３月２３日(月)から休校している

州内の公立学校の教室授業を７月以降，段階的に再開すると発表。幼稚園・保育園は先に再開する。本件

については５月８日(金)に発表する「サンパウロ計画(Plano Sao Paulo)」においても説明予定で，教室内

で生徒間の距離を保つ必要があるため，生徒全員が一斉に登校するのではなく，順番に登校する形式を検

討している。当面は２７日(月)に始まるオンライン授業と併せて学校の授業を実施する。経済活動が段階

的に再開した後，保護者が安心して仕事に復帰できるよう教育分野の対応も重要との考え。 

 ２４日(金)，サンパウロ州政府は２７日（月）から州知事による記者会見を月・水・金の１２時半から行

うと発表。火・木の１２時半からは保健当局の記者会見を予定。 

 ２４日(金)，サンパウロ州政府は州内主要道路の４月の交通量が２０日(月)現在で前年同期比４８％減少

したと発表。外出自粛措置を受けたもので，交通事故発生件数も同５２％減の９０６件となった。 

 ２６日(日)１５時現在，サンパウロ市内の仮設病院の入院患者数は前日比８３人増の計４８５人。 

 ２３日(木)，サンパウロ市は感染患者の受入れにあたり，市南部インジアノーポリス地区のブラジル赤十

字病院の協力を得られるようになったと発表。同病院は同患者専用に最大７５床を整える予定。 

２ マット・グロッソ州 

４月２６日(日) 

 ２６日（日）１９時現在，州内の感染者数は前日比３人増の２５０人，うち州都クイアバ市が１２７人，ロ

ンドノーポリス市が３６人，シノピ市が２０人と続く。入院患者数は１８人。死者は２５日(土)に９人目(４

５歳男性，シノピ市在住。高血圧と糖尿病を患っていた。医療従事者の死者は州内初)，２６日(日)に１０人

目(９２歳男性，元々リオ・デ・ジャネイロ市在住だったが，クイアバ市内の私立病院で死亡)が確認された。 

３ マット・グロッソ・ド・スル州 

４月２４日（金）～２６日(日) 

 ２４日(金)，カンポ・グランデ市は市内の社会・スポーツ関連親睦団体（カンポ・グランデ日伯体育文化

協会含む）の活動を，衛生管理の徹底や利用者数の制限，距離の確保等の条件付きで再開を許可と発表。 

 ２６日(日)，同州政府は州内全ての公立・私立病院に感染患者数・疑い者数の報告を義務付けると発表。  

 ２６日（日）午前１１時現在，州内の感染者数は前日比１７人増の２３４人，うち州都カンポ・グランデ

市が１２５人，トレス・ラゴアス市が３９人と続く。死者は２３日(水)に確認された７人目（７６歳女

性，トレス・ラゴアス市）から変わらず。なお，同州政府は，州都カンポ・グランデ市内で実施中のドラ

イブスルー形式のコロナウイルス検査は，これまでに７６４人に実施し２１人が陽性だったと発表。(了) 


